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乾さんと同僚になったのは，私が旧「語学教育研究所」（いわゆる「語研」，
以下は語研と略す）に勤め出した 1993 年のことだ。すらっとしていて背
が高く，脚の長い人だというのが第一印象だった。ちょうどその頃，語研
では早稲田の全学部を対象にアンケートにより学生の外国語授業について
の意識調査をしており，乾さんはその立案，そしてその結果の分析の段階
でも中心人物だった。私は最初から彼の実行力，さらには分析力に舌を巻
くことになったのである。
当時，アンケート調査の準備のため，またその結果を分析するために，
何回か学外で合宿したこともあった。そういう合宿は互いに知り合ういい
機会となったが，乾さんはスペイン語の本当のプロであるということに加
え，ヨーロッパの歴史は何でも知っている，さらに日本の歴史はもちろん
のこと，日本各地の酒・名産などについて精通している，小説は純文学か
ら大衆小説まで何でも読んでおり，趣味も多くカメラは 6x6 版の写真を撮
り，オーディオについても一家言を持つといった側面を知った。実に博覧
強記でこの点でも再度舌を巻くことになった。私は話の一部にしか参加で
きなかったがカートリッジは MM がいいか MC がいいかといった話をし
たことを覚えている。実はその頃，語研には博覧強記の同僚が数名いて，
乾さんもその中でもまれて強くなったのかもしれない。
乾さんは原則を大切にする人で，原則に反することにはなかなか妥協し
ない。これは国際教養学部の教授会でのこれまでの発言にも現れている。
議論が紛糾してくると，必ず原則に立ち戻って議論を整理しようとして
いたことを皆さんも覚えていることだろう。さらに上に述べたようにアン
ケート調査の組織の能力でもわかるように事務的な能力も非常に優れてい
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る。（私のようなだらしない人間にはちょっと几帳面すぎると思われる面も
あるが）それに加え責任感が強いとくれば，管理職にぴったりの人である。
実際に語研では 4 年間教務主任を務めたが，いろいろな問題点を事務的
にてきぱきと解決していく非常に有能な教務主任であった。その後はガ
ラッと方向転換，順番ということもあり教員組合の執行委員になった。し
かもこともあろうにいやな顔もせず組合の要，一番忙しく，一番負担も大
きい書記長を引き受けたのである。これもひとえに「組合に属する限り，
一度は執行委員をやらねばならない。執行委員をやるならしっかりとやり
たい」という彼の強い責任感からきている。
2002 年から 2 年間は語研の最後の所長を務めた。乾さんが語研の幕を引
き，国際教養学部への移行の責任を負ったのである。もちろん「新学部設
置準備委員会」のメンバーとして国際教養学部の設立案，とりわけ外国語
教育のやり方，組織作りに関与した。夜遅くまでの会議も頻繁で，大変な
仕事だったと思うが，愚痴一つこぼすこともなかった。
乾さんは管理職としては公明正大・有能な官吏タイプであり，それが強
い責任感で裏打ちされていた。語研の解消後も外国語教育研究のセンター
として語研の担ってきた仕事を部分的にでも存続させることに乾さんは心
を砕き，なかなか理解を示そうとしない図書館と交渉を繰り返した。その
おかげで語研の大量の研究図書は中央図書館に無事に移管され，さらにこ
れまで語研の行ってきた語学教育関係図書の選定・収集という仕事も残す
ことができた。ただこれまで語研が収集してきた膨大な語学教育関係の視
聴覚資料を散逸させることなく，図書館または新しい組織に残そうという
努力は，大学側の無理解という壁にぶち当たっておりいまだに目処が付か
ない。乾さんの退職前に最終的な解決策ができるだろうか。乾さんにとっ
て大きな心残りとなる心配がある。
乾さんは上智大学外国語学部イスパニア語学科にてスペイン語学・スペ
イン文学を専攻し，早稲田大学文学研究科にてスペイン演劇を専攻した。
その後，スペイン政府給費留学生としてマドリード大学へ留学，4 年滞在
した後，帰国。1979 年に早稲田大学語学教育研究所に専任講師として就任。
留学中，スペインはくまなく回ったが，一度も旅行でイベリア半島を出な
かったという神話がある。
乾さんの研究領域は，16-17 世紀スペインのベガやカルデロンといった
いわゆるスペイン古典演劇である。もちろんその時期のみならず，20 世
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紀の演劇にわたるまで研究領域は幅広い。早稲田大学演劇博物館が中心と
なって行った 21 世紀 COE（2002-2006 年度）「演劇の総合的研究と演劇学
の確立」にもスペイン演劇・映画担当として参加した。
乾さんは演劇のみならずスペイン映画にも造詣が深く，1992 年刊行の著
書「スペイン映画史」は，スペイン映画に関する日本では唯一のモノグラ
フィーである。さらに 1984 年及び 1989 年にスペイン政府が東京で開催し
た「スペイン映画祭」では日本側の責任者という重責を引き受け，苦労を
なさった。スペイン映画に関しては，上述のモノグラフィー以外にも多数
の著作がある。
しかし乾さんは狭い領域の研究という象牙の塔にこもるような人ではな
い。語研に勤めることになってからは，語学教育方法の研究，そして実際
のスペイン語教育にも大きなエネルギーを割くことになった。とりわけス
ペインでコミュニカティヴ・メソッドと出会ってからは，それをいかに日
本に導入し実践するかに注力し，ふさわしい教科書が無かったこともあり，
乾さんは自分でこのメソッドに則った教育プランをすべて作成し，実際に
教室で使用するという大変な努力をした。語研においても，また国際教養
学部においても授業の準備は徹底しており，幾人かの非常勤教員との共同
の授業になるのだが，彼が責任を持ち学期開始前には統一プログラムはも
ちろん，統一テストも完成させているという用意周到さだった。
さらに上述の学生の外国語授業についての大規模な意識調査も中心と
なって推進した。それだけではなく進取の気性に富んだ乾さんはコン
ピュータを使った語学教育の研究も積極的に進めてきた。語研の同僚が
この点についてはそれほど積極的ではなかったので，プロジェクトを引っ
張っていく役の乾さんは苦労をしたことと思う。これら全て，大変な仕事
でしたねと言っても，乾さんは語学教育研究所の研究員として当然のこと
をしただけですと答えるだけだろう。
スペイン語教師としての乾さんは，卓越したスペイン語の能力を持ち，
外国語教授法にも精通し，それに決して休講しないという授業の熱心さも
あいまって，正に理想的な語学教師だったといえる。学生たちの間でも，
厳しい先生だけど，まじめに授業を受ければ必ずスペイン語ができるよう
になるという定評がある。一般的な授業にはコミュニカティヴ・メソッド
を導入し，スペイン語をシチュエーションにおいて理解しそして使うとい
う実践的なアプローチを中心に置きながら，重要な文法項目も漏らさず練
16
岡村三郎：乾さんのこと
習するという方法で成果を上げてきた。「講読」の授業でも，これまで一
般的だった「文法・訳読方式」はとらず，テクストを読む時にも音読を重
視し，音の流れを中心に置いて文字と音と内容の理解の合一をめざすやり
かたをとり，その授業はとりわけ語研の時代には，各学部での「文法・訳
読方式」の授業になれた学生たちには，新鮮で魅力的に映ったことだろう。
学生時代に「語研」で乾さんにスペイン語をならった商学部 T 教授は，
当時の乾さんが「とってもかっこいい先生」だったと言う。もちろんそれ
は乾さんの風貌だけではなく，彼の授業すべてに当てはまることだろう。
学生側からもそれなりの覚悟を要求する授業だったが，この先生の指導に
従えばきっとスペイン語ができるようになると確信できた授業だったし，
実際できるようになったとのことである。後にTさんはアメリカに留学し，
メキシコに滞在したこともあるがその時に乾さんに習ったスペイン語が役
に立ったし，次の在外研究では是非スペインに長期滞在したいとも話して
くれた。このように乾さんの教えを受けて，スペイン語ができるようになり，
国際的に活躍する人が国際教養学部からももちろん出るであろう。
T さんの言うように「学生側からもそれなりの覚悟を要求する授業」と
いう点については思い当たることがある。乾さんは「授業で学生を叩く」
という言葉をよく使った。もちろん「しっかりと練習させる，勉強させる」
という意味なのだろう。私自身はどちらかというと「勉強するのは学生さ
ん，私はその手伝い」と思う方なので，この「叩く」という言葉にはいさ
さか違和感も持っていた。でも今となっては，一度乾さんの授業に出て，「叩
かれて」みたかったなという気持ちが強くなってきた。
几帳面な性格で，休講を嫌った乾さん。しかし体調を崩してからはやむ
を得ず休講しなければならないこともあった。それが乾さんにとって大き
な心の負担になったのは想像に難くない。商学部の T さんにも「休講して
迷惑をかけたくないから辞める」と伝えたそうだ。乾さんにはしっかりと
休養をとってまたすっかり元気になって，再び国際教養学部の学生を「叩
いて」ほしいと私は心から願う。私もその時には是非授業に参加させても
らい，「叩い」てもらうつもりだ。
